
17 季刊  　　 　　　　　 Vol.15 16季刊  　　 　　　　　 Vol.15

海海
の
森
づ
く
り

の
森
づ
く
り

の
森
づ
く
り

の
森
づ
く
り

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

鉄
の
チ
カ
ラ

豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
た
め
、
日
本
製
鉄
は

豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
た
め
、
日
本
製
鉄
は

鉄
分
不
足
な
ど
が
原
因
で
磯
焼
け
化
し
た
海

鉄
分
不
足
な
ど
が
原
因
で
磯
焼
け
化
し
た
海

に
人
工
的
に
鉄
分
を
供
給
す
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ

に
人
工
的
に
鉄
分
を
供
給
す
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ

製
品
ビ
バ
リ
ー
®
ユ
ニ
ッ
ト
を
開
発
し
、
全
国

ユ
ニ
ッ
ト
を
開
発
し
、
全
国

44
カ
所
の
沿
岸
に
提
供
す
る「
海
の
森
づ
く
り
」

カ
所
の
沿
岸
に
提
供
す
る「
海
の
森
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
適
用
海
域
で

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
適
用
海
域
で

は
現
在
、
多
様
な
海
洋
生
物
の
住住す

み
か

す
み
か処
と
な
る

藻
場（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
）が
よ
み
が
え

藻
場（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
）が
よ
み
が
え

り
、漁
獲
向
上
の
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
、漁
獲
向
上
の
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
6
つ
の
漁
業
協
同
組
合
と
協
業
し

つ
の
漁
業
協
同
組
合
と
協
業
し

た
海
の
森
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

た
海
の
森
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

日本製鉄公式YouTubeチャンネル
ブルーカーボン動画UMIMORI
日本製鉄がこれまで取り組んできた「海の森づくり」について、藻場再生の
様子などを360度VRで体感できる動画を制作しました。日本製鉄のホーム
ページおよび公式YouTubeチャンネルで公開中です。ぜひご覧ください。

藻
場
は
天
然
の
産
卵
場

2
0
2
2
年
4
月
中
旬
、
昨
年
に
続
き
北
海
道

月
中
旬
、
昨
年
に
続
き
北
海
道
増ま

し
け毛

町

の
別
苅
海
岸
に
産
卵
時
期
の
ニ
シ
ン
が
押
し
寄
せ
、
オ
ス

の
別
苅
海
岸
に
産
卵
時
期
の
ニ
シ
ン
が
押
し
寄
せ
、
オ
ス

が
放
出
し
た
白
子
に
よ
っ
て
海
水
が
白
濁
す
る「

が
放
出
し
た
白
子
に
よ
っ
て
海
水
が
白
濁
す
る「
群く

き来
」と

い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

増
毛
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
ニ
シ
ン
が
群
来
る
と

増
毛
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
ニ
シ
ン
が
群
来
る
と

海
一
面
に
か
も
め
が
飛
ぶ
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
で「
か

海
一
面
に
か
も
め
が
飛
ぶ
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
で「
か

も
め
の
多
い
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
の「
マ
シ
ュ
キ
ニ
」、

も
め
の
多
い
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
の「
マ
シ
ュ
キ
ニ
」、

ま
た
は「
マ
シ
ュ
ケ
」が
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

ま
た
は「
マ
シ
ュ
ケ
」が
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
か
ら
2
5
0
年
以
上
前
、
江
戸
時
代
の
宝
暦
年
間

年
以
上
前
、
江
戸
時
代
の
宝
暦
年
間

（
1
7
5
1
～
64
年
）に
漁
場
が
開
か
れ
、
増
毛
は
ニ
シ
ン

年
）に
漁
場
が
開
か
れ
、
増
毛
は
ニ
シ
ン

の
ま
ち
と
し
て
栄
華
を
極
め
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
網
元

の
ま
ち
と
し
て
栄
華
を
極
め
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
網
元

や
商
人
は
築
い
た
財
を
惜
し
み
な
く
豪
邸
に
注
ぎ
、
現
在

や
商
人
は
築
い
た
財
を
惜
し
み
な
く
豪
邸
に
注
ぎ
、
現
在

も
増
毛
駅
前
の
旧
富
田
屋
旅
館
、
造
り
酒
屋
の
国
稀
酒
造
、

も
増
毛
駅
前
の
旧
富
田
屋
旅
館
、
造
り
酒
屋
の
国
稀
酒
造
、

国
の
重
要
文
化
財
旧
商
家
丸
一
本
間
家
と
い
っ
た
明
治
か

旧
商
家
丸
一
本
間
家
と
い
っ
た
明
治
か

ら
昭
和
初
期
の
歴
史
的
建
築
物
に
、
そ
の
面
影
が
残
っ
て

ら
昭
和
初
期
の
歴
史
的
建
築
物
に
、
そ
の
面
影
が
残
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
1
9
5
0
年
代
以
降
、
増
毛
を
は
じ
め
北
海
道

年
代
以
降
、
増
毛
を
は
じ
め
北
海
道

の
日
本
海
沿
岸
全
域
で
ニ
シ
ン
が
急
激
に
獲
れ
な
く
な
り
、

の
日
本
海
沿
岸
全
域
で
ニ
シ
ン
が
急
激
に
獲
れ
な
く
な
り
、

群
来
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ニ
シ
ン
が
枯
渇
し
た

群
来
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ニ
シ
ン
が
枯
渇
し
た

背
景
に
は
乱
獲
を
続
け
た
こ
と
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影

背
景
に
は
乱
獲
を
続
け
た
こ
と
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影

響
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
、
磯
焼
け
に
よ
る
藻
場
の
衰
退

響
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
、
磯
焼
け
に
よ
る
藻
場
の
衰
退

が
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

が
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ニ
シ
ン
復
活
に
向
け
、
増
毛
漁
業
協
同
組
合
で
は
稚
魚

ニ
シ
ン
復
活
に
向
け
、
増
毛
漁
業
協
同
組
合
で
は
稚
魚

を
放
流
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
を
増
や
す

を
放
流
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
を
増
や
す

こ
と
で
産
卵
場
所
を
確
保
し
、
漁
獲
向
上
を
目
指
し
て
い

こ
と
で
産
卵
場
所
を
確
保
し
、
漁
獲
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
日
本
製
鉄
と
共
同
で
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

ま
す
。
日
本
製
鉄
と
共
同
で
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

藻
場
造
成
の
取
り
組
み（
海
の
森
づ
く
り
）で
繁
茂
し
た

藻
場
造
成
の
取
り
組
み（
海
の
森
づ
く
り
）で
繁
茂
し
た

海
藻
は
、
今
や
ニ
シ
ン
の
天
然
の
産
卵
場
と
な
っ
て
い

海
藻
は
、
今
や
ニ
シ
ン
の
天
然
の
産
卵
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

科
学
的
な
検
証
を
積
み
重
ね
る

増
毛
で
海
の
森
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
は
2
0
0
4

年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
磯
焼
け
で
石
灰
藻
に
覆
わ
れ
た

舎し
ゃ
く
ま熊
海
岸
の
波
打
ち
際
に
、
深
さ
1
メ
ー
ト
ル
の
溝
を
掘

削
し
、
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
約
6
ト
ン
を
埋
設
。
波
や
潮

の
満
ち
引
き
に
よ
っ
て
、
鉄
分
が
海
水
中
に
染
み
出
す
仕

組
み
と
し
ま
し
た
。

試
験
開
始
か
ら
8
カ
月
経
過
し
た
2
0
0
5
年
7
月
、

ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
埋
設
し
た
海
域
に
コ
ン
ブ
を
主
体

と
し
た
藻
場
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

を
埋
設
し
な
か
っ
た
海
域
と
比
べ
、
単
位
面
積
当
た
り
の

コ
ン
ブ
生
育
量
は
1
0
0
倍
以
上
に
達
し
ま
し
た
。

藻
場
造
成
の
試
験
は
単
年
度
で
の
成
果
で
は
な
く
、
持

続
的
な
評
価
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
日
本
製
鉄
は
海
藻
の

種
類
や
重
量
の
調
査
、
鉄
分
を
含
む
海
水
の
水
質
測
定
な

ど
を
毎
年
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
コ
ン
ブ
の
藻
場
は

最
大
で
沖
合
40
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
拡
大
し
、
施
肥
効
果
の

持
続
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
鉄
分
供

給
で
コ
ン
ブ
が
戻
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
素
朴
な
疑
問

に
対
し
て
、
日
本
製
鉄
で
は
技
術
開
発
本
部
の
研
究
者
た

ち
が
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
究
明
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
コ
ン
ブ
の
一
生
を
見
る
と
、
秋
に
親
コ
ン
ブ
か
ら
放

た
れ
た
胞
子
が
オ
シ
ベ
と
メ
シ
ベ（
配
偶
体
）に
成
熟
す
る

た
め
に
は
鉄
分
が
必
要
で
し
た
。
配
偶
体
の
双
方
が
成
熟

し
な
け
れ
ば
、
コ
ン
ブ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
回
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
配
偶
体
の
成
熟
が
ど
の
程
度
の
鉄
濃
度
で
進
む
の

か
と
い
う
基
礎
実
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
p
p
b（
10
億

分
の
1
グ
ラ
ム
）レ
ベ
ル
以
上
あ
れ
ば
コ
ン
ブ
の
受
精
・
生

長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
増
毛
の
実
海
域

で
の
鉄
濃
度
が
同
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

1CASE
海を真っ白に染めるニシンの大産卵「群来」の様子（北海道増毛町）増毛のニシン漁の様子

白い雪のように見えるもの白い雪のように見えるもの白い雪のように見えるもの
すべて卵です

春の使いニシンが群
く き
来る

く き
北海道増毛町

1増毛
古平

鹿部

3泊

4

2

5 女川

6 志摩

YouTube 日本製鉄
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同
時
に
日
本
製
鉄
は
技
術
開
発
本
部
R
E
セ
ン
タ
ー
の

シ
ー
ラ
ボ
で
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
利
用
の
有
用
性
と
安
全
性
に

つ
い
て
も
解
明
し
、
2
0
1
0
年
に
は（
一
社
）全
国
水
産

技
術
協
会
が
制
定
し
て
い
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品
安
全
確
認

認
証
制
度
で
、
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
安
全
性
に
関
す
る

認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

C
O
2
を
吸
収
・
固
定
化

増
毛
で
は
こ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
2
0
1
4
年
か
ら

別
苅
海
岸
で
舎
熊
よ
り
も
さ
ら
に
大
規
模
に
海
の
森
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。
3
0
0
メ
ー
ト
ル

の
波
打
ち
際
に
45
ト
ン
の
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
等
間
隔

で
6
カ
所
に
わ
け
て
埋
設
し
た
と
こ
ろ
、
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ

の
藻
場
面
積
は
2
0
1
5
年
0
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
8

年
目
の
2
0
2
2
年
に
は
3
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
5
・

5
倍
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
藻
場
が
2
0
2
0
年
代
に
入
る
と
、
ニ
シ
ン
の
産

卵
場
所
と
な
っ
た
の
で
す
。
ニ
シ
ン
は
動
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
オ
キ
ア
ミ
類
を
食
べ
な
が
ら
回
遊
す
る
魚
で
、
春

に
な
る
と
産
卵
の
た
め
に
北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
に
現
れ

ま
す
。
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
で
活
況
を
呈
し
て
い
た
増
毛
の

浜
は
、
藻
場
再
生
に
よ
る
水
産
資
源
の
復
活
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

藻
場
は
近
年
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
1
つ
と
し

て
C
O
2
削
減
効
果
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
な
か
、
増
毛
で
は
2
0
2
2
年
11
月
さ
ら
に
22
・

5
ト
ン
の
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
施
工
。
12
月
に
は
増
毛

で
の
海
の
森
づ
く
り
が
国
土
交
通
省
認
可
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
の
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ

ト
®
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
日
本
製
鉄
が
増
毛
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
が
吸
収
し
た
C
O
2
量
を
算
定
し
た
結
果
、

直
近
5
年
間
の
2
0
1
8
～
22
年
に
吸
収
・
固
定
化
さ
れ

年
に
吸
収
・
固
定
化
さ
れ

た
C
O
2
量
は
49
・
5
t
-C
O
2
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
J
ブ
ル
ー
ク
レ

ブ
ル
ー
ク
レ

ジ
ッ
ト
認
証
は
、
北
海
道
の
コ
ン
ブ
藻
場
で
初
め
て
の
認

ジ
ッ
ト
認
証
は
、
北
海
道
の
コ
ン
ブ
藻
場
で
初
め
て
の
認

証
で
あ
り
、
漁
業
協
同
組
合
と
民
間
企
業
と
の
共
同
申
請

証
で
あ
り
、
漁
業
協
同
組
合
と
民
間
企
業
と
の
共
同
申
請

も
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

増
毛
発
の
藻
場
再
生
は
、
海
の
豊
か
さ
を
守
る
と
と
も

増
毛
発
の
藻
場
再
生
は
、
海
の
豊
か
さ
を
守
る
と
と
も

に
、
C
O
2
削
減
と
い
う
地
球
規
模
の
気
候
変
動
へ
の
具
体

削
減
と
い
う
地
球
規
模
の
気
候
変
動
へ
の
具
体

的
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
の
森
づ
く
り
は
、
ブ
ル
ー

的
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
の
森
づ
く
り
は
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む
鉄
の
チ
カ
ラ
に
よ
っ
て
、
カ
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育
む
鉄
の
チ
カ
ラ
に
よ
っ
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ

と
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

全国に広がっていくことを期待しています

水産資源が増えることを願っています

　増毛町にとって水産業は重要な産業です。漁獲向上を目指して、増毛漁協は
20 年ほど前から藻場再生に取り組んできましたが、町としても 2021 年から
藻場づくりを事業化しています。22 年には日本製鉄のビバリーユニットを埋
設するだけでなく、その効果を高めるために発酵魚粕を混ぜた約 11 キロの施
肥袋を650袋つくって海中に投入しました。特徴的なところは、漁業者が主体
となって事業を推進していることです。
　磯焼けは全国各地で問題となっています。なかでも北海道の日本海側では磯焼
けが進んでいると言われています。他の自治体の首長からも増毛の藻場づくり事
業は注目されています。ぜひ成功させて、藻場づくりが全国に広がっていくこと
を期待しています。
　また、藻場にはCO2 削減効果があると聞いています。海の森のブルーカーボンは、
山の森のグリーンカーボンに比べて2.4倍のCO2 削減効果があるそうです。カー
ボンニュートラルの実現にも貢献できるものと思っています。

　増毛はウニ漁が盛んですが、コンブの藻場が減少したことで、ウニの実入り
が悪くなり、大きな問題となっていました。そこで増毛漁協は二十数年前から
藻場の再生に取り組んできました。
　きっかけは北海道大学の松永勝彦教授から藻場を再生させるためには鉄分が
必要なのではないかと助言をいただいたことでした。しばらく漁協独自で藻場
再生に取り組んでいたのですが、2004 年から日本製鉄と共同で海の森づくり
が始まると劇的な変化を見せ、藻場がよみがえりました。鉄分を供給した海域と、が始まると劇的な変化を見せ、藻場がよみがえりました。鉄分を供給した海域と、
何もしなかった海域では、コンブだけでなく、ウニの実入りにも差が出てきました。
　藻場の再生ができると、海藻類がエサになるので、魚を含めてすべての海の
生き物が戻ってきます。水産資源が増え、ウニの収穫量がアップしていくこと
を願っています。

増毛町 堀 雅志町長

増毛漁業協同組合 西野 憲一組合長

増毛のビバリー®ユニット設置箇所
ウニ漁獲量の推移
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水
産
資
源
の
増
大
を
目
指
し
て

新
た
に
5
カ
所
で
海
の
森
づ
く
り

積
丹
半
島
の
南
側
に
位
置
す
る
北
海
道
泊
村
の
海
域

で
は
、
か
つ
て
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
魚
介
類
が
豊
富
に

獲
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ

な
ど
の
海
藻
類
が
失
わ
れ
る
磯
焼
け
化
が
進
み
、
魚
介

類
を
育
む
藻
場
が
失
わ
れ
、
地
元
の
水
産
業
に
影
響
が

出
始
め
て
い
ま
し
た
。

古
宇
郡
漁
協
は
同
じ
北
海
道
日
本
海
側
の
増
毛
漁
協

で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
2
0
1
9
年
11
月
ビ
バ
リ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
3
ト
ン
を
臼
別
海
岸
に
埋
設
し
、
海
の
森
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
20
年
7
月
、

日
本
製
鉄
が
現
地
の
海
藻
繁
茂
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
埋
設
し
た
付
近
の
海
底
で
、
ホ
ソ

メ
コ
ン
ブ
や
ナ
ン
ブ
ワ
カ
メ
、
褐
藻
植
物
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
海
藻
が
再
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
泊
村
は
海
か
ら
多
く
の
資
源
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
の
磯
焼
け
な
ど
に
よ
り
、
魚
介
類
を
育
む

大
切
な
藻
場
が
失
わ
れ
続
け
、
水
産
資
源
に
大
き
な
影

響
が
出
て
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
海
の
森
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

失
わ
れ
て
い
た
藻
場
が
少
し
ず
つ
再
生
し
て
い
ま
す
」（
山

崎
勝
弘
参
事
）

「
磯
焼
け
以
前
に
は
コ
ン
ブ
で
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
た

海
辺
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

に
期
待
を
持
ち
な
が
ら
藻
場
の
再
生
事
業
を
継
続
さ
せ
、

泊
村
の
浅
海
漁
業
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
海

藻
藻
場
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
と
し
て
、
C
O
2
を

吸
収
・
固
定
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
池
守
力
組
合
長
）

北
海
道
古
平
町
は
積
丹
半
島
の
東
側
中
央
部
に
位
置
す
る
海
の
ま
ち
で
す
。刺
網
漁
業（
ホ
ッ
ケ
、タ
ラ
、

北
海
道
古
平
町
は
積
丹
半
島
の
東
側
中
央
部
に
位
置
す
る
海
の
ま
ち
で
す
。刺
網
漁
業（
ホ
ッ
ケ
、タ
ラ
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、カ
レ
イ
、ヒ
ラ
メ
）、定
置
漁
業（
サ
ケ
）、は
え
な
わ
漁
業（
タ
コ
）、イ
カ
釣
り
漁
業（
イ

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、カ
レ
イ
、ヒ
ラ
メ
）、定
置
漁
業（
サ
ケ
）、は
え
な
わ
漁
業（
タ
コ
）、イ
カ
釣
り
漁
業（
イ

カ
）、
採
介
藻
漁
業（
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
）を
中
心
と
し
た
沿
岸
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
）、
採
介
藻
漁
業（
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
）を
中
心
と
し
た
沿
岸
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
採
介
藻
漁
業
が
磯
焼
け
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
エ
サ
と
な
る
コ
ン
ブ
が
不
足
し
、
品
質
の
悪

「
採
介
藻
漁
業
が
磯
焼
け
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
エ
サ
と
な
る
コ
ン
ブ
が
不
足
し
、
品
質
の
悪

い
ウ
ニ
が
増
え
、
漁
業
生
産
や
魚
価
に
影
響
し
経
営
が
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

い
ウ
ニ
が
増
え
、
漁
業
生
産
や
魚
価
に
影
響
し
経
営
が
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

な
か
矢
口
港
湾
建
設
ヤ
グ
チ
ダ
イ
バ
ー（
株
）

な
か
矢
口
港
湾
建
設
ヤ
グ
チ
ダ
イ
バ
ー（
株
）（
※
）を
通
じ
て
、
泊
村
の
古
宇
郡
漁
協
が
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を

を
通
じ
て
、
泊
村
の
古
宇
郡
漁
協
が
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を

活
用
し
た
海
の
森
づ
く
り
に
よ
っ
て
藻
場
が
増
え
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
古
平
地
区
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
成
田
博
部
会
長
）

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
で
は
、こ
れ
ま
で
も
ウ
ニ
の
種
苗
を
放
流
し
て
資
源
の
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

磯
焼
け
化
し
て
い
る
漁
場
に
生
息
す
る
ウ
ニ
を
エ
サ
の
豊
富
な
漁
場
に
移
植
し
、
移
植
後
の
磯
焼
け

漁
場
に
母
藻
を
設
置
し
て
藻
場
の
回
復
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
藻
場
の
再
生
産
が
有
効
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
埋
設
に
よ
る
藻
場
再
生
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

漁
協
の
長
年
の
活
動
を
受
け
て
、
古
平
町
は
2
0
2
1
年
7
月
に
産
業
課
職
員
を
泊
村
に
派
遣
し

て
藻
場
再
生
事
業
化
に
伴
う
費
用
や
手
続
き
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
漁
業
者
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
後
押
し
す
る
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
そ
し
て
22
年
10
月
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
は
日
本
製
鉄
と

共
同
で
ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
6
ト
ン
を
埋
設
し
ま
し
た
。

施
工
当
日
に
は
成
田
昭
彦
町
長
も
現
場
に
立
ち
会
い
、
漁

協
・
行
政
・
企
業
の
三
者
連
携
の
も
と
古
平
町
の
海
の
森

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
藻
場
を
持
続
的
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

定
し
た
水
産
資
源
の
増
大
と
漁
獲
し
た
ウ
ニ
の
実
入
り
の

確
保
や
品
質
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
」（
成
田
部
会
長
）

鹿
部
町
は
噴
火
湾
の
湾
口
に
位
置
し
、
日
本
海
か
ら

津
軽
海
流（
暖
流
）、
太
平
洋
か
ら
親
潮（
寒
流
）が
流
入

し
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
海
流
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
多
量
に
発
生
し
、
好
漁
場
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
鹿
部
漁
協
で
は
サ
ケ
や
エ
ビ
、
イ
カ
、
ス
ケ
ソ

ウ
、
ホ
タ
テ
、
タ
コ
な
ど
、
北
海
道
で
獲
れ
る
ほ
と
ん

ど
の
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
天

然
コ
ン
ブ
は「
白
口
浜
」と
い
う
銘
柄
で
流
通
さ
れ
て
お
り
、

『
続
日
本
紀
』に
は
7
1
5
年
に
天
皇
陛
下
へ
の
献
上
品

と
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
白
口
浜
は
コ
ン
ブ
の
切
り
口
が
白
い
色
を
し
て
い

て
、
出
汁
は
濁
ら
ず
、
上
品
で
あ
り
な
が
ら
コ
ク
と
う

ま
み
の
あ
る
上
質
な
天
然
コ
ン
ブ
で
す
。
地
元
漁
師
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
水
産
物
の
1
つ
な
の
で
す
が
、
水
揚

数
量
と
金
額
が
過
去
10
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
主

な
原
因
は
磯
焼
け
だ
と
見
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か

2
0
2
0
年
、
矢
口
港
湾
建
設
ヤ
グ
チ
ダ
イ
バ
ー（
株
）

か
ら
増
毛
町
と
泊
村
で
の
海
の
森
づ
く
り
の
実
績
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
現
状
を
考
え
る
と
、
ワ

ラ
を
も
つ
か
む
思
い
で
し
た
。
鹿
部
漁
協
で
も
や
っ
て
み

よ
う
と
決
め
ま
し
た
」（
若
山
唯
敏
組
合
長
）

コ
ン
ブ
藻
場
の
資
源
回
復
を
目
指
し
て
、
鹿
部
漁
協

は
2
0
2
2
年
10
月
、
離
岸
堤
の
陸
側
3
カ
所
と
沖
側

泊
村
で
は
藻
場
再
生
が
確
認
で
き
、
豊
か
な
海
の
創

造
に
よ
る
水
産
振
興
が
一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。
古
宇

郡
漁
協
は
2
0
2
2
年
11
月
、
さ
ら
に
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ

グ
25
ト
ン
を
沈
設
、
6
ト
ン
を
埋
設
し
ま
し
た
。
日
本

製
鉄
で
は
、
泊
村
を
は
じ
め
今
回
新
た
に
設
置
す
る
海

域
で
、
藻
場
造
成
の
効
果
を
繁
茂
期
と
な
る
23
年
5
月

に
確
認
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
鉄
分
施
肥
材

の
設
置
前
後
で
の
海
水
中
の
鉄
分
濃
度
の
変
化
、
海
藻

の
成
長
の
継
続
的
な
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
で
基
礎
デ
ー

タ
を
集
積
し
、
実
海
域
で
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
効
果
を

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

池守 力
代表理事組合長

山崎 勝弘
参事

2CASE

水産振興が
一歩前進しています。

北海道泊村

海底状況
（上が2018年3月、
下が20年7月）

若山 唯敏
代表理事組合長

山本 壽紀
専務理事

佐藤 得一
総務・指導部

指導課長

3CASE

ウニの品質を改善したい。
北海道古平町

2022年10月ビバリー®バッグ埋設状況

1
カ
所
に
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
合
計
8
ト
ン
沈
設
し
、

海
の
森
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
現
在
繁
茂
し
て
い
る
天
然
コ
ン
ブ
を
母
藻
と
し
て
、

そ
の
周
辺
に
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
設
置
し
ま
し
た
。
事

前
に
設
置
位
置
や
海
水
採
取
、
周
辺
母
藻
な
ど
の
状
況

を
確
認
し
た
う
え
で
、
ホ
タ
テ
養
殖
船
1
隻
と
船
外
機

船
3
隻
に
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
積
み
込
み
、
漁
港
か
ら

設
置
場
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
設
置
場
所
で
ビ
バ
リ
ー

バ
ッ
グ
を
海
底
に
下
ろ
す
作
業
は
風
が
吹
く
と
大
変
な

の
で
す
が
、
無
事
完
了
で
き
ま
し
た
。
毎
年
継
続
し
て

設
置
す
る
こ
と
で
効
果
が
上
が
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
も
継
続
し
て
、
コ
ン
ブ
藻
場
回
復
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
本
壽
紀
専
務
理
事
）

コンブ藻場の回復に
つなげたい。

北海道鹿部町
4CASE

古宇郡漁業協同組合鹿部漁業協同組合

2022年10月古平地区でのビバリー®バッグ埋設状況

※矢口港湾建設ヤグチダイバー（株）：ビバリー®ユニット適用協力 

2022年10月ビバリー®バッグ設置状況

成田 博 部会長

東しゃこたん漁業協同組合
古平地区浅海漁業部会
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宮
城
県
三
陸
沖
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
沖
、カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
沖
と
並
ん
で
世
界
三
大
漁
場
の
1

つ
に
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
た
い
親
潮（
寒
流
）の
豊
富

な
栄
養
分
が
黒
潮（
暖
流
）と
交
わ
っ
て
温
め
ら
れ
、
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
、
そ
れ
を
エ
サ
と
す
る
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
狙
っ
て
小
魚
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の
小

魚
を
エ
サ
と
す
る
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
マ
グ
ロ
、
サ
ン
マ
、

カ
ツ
オ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
イ
カ
、
タ
コ
な
ど
豊
富
な

魚
介
類
が
集
ま
り
、
世
界
有
数
の
漁
場
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

三
陸
沿
岸
で
は
複
雑
な
地
形
の
リ
ア
ス
海
岸
が
天
然

の
良
港
と
し
て
活
用
さ
れ
、
沖
合
漁
業
だ
け
で
な
く
沿

岸
漁
業
も
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
女
川
湾
口
の
北
側
に
位

置
す
る
出い

ず
し
ま島

も
ま
た
、
沿
岸
の
入
り
組
ん
だ
岩
礁
に
生

息
す
る
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
漁
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
ギ
ン
ザ
ケ
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ
、
ワ
カ
メ
の
養
殖
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
安
定
し
た
漁
獲
量
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
沿
岸
の
漁
獲
量
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
特
に
天
然
ア
ワ
ビ
は
、
過
去
15
年
の
デ
ー
タ
を
見

る
と
2
0
0
7
年
を
ピ
ー
ク
に
現
在
5
分
の
1
に
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。磯
焼
け
が
進
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ア
ワ
ビ
の
生
育
状
況
が
悪
く
な
り
、
漁
獲
高
が
減
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
島
で
獲
れ
る
魚
も
2
0
0
8

年
を
ピ
ー
ク
に
現
在
10
分
の
1
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
原
因
の
1
つ
と
し
て
、
魚
の
産
卵
場
所
や
幼
魚
の

保
育
場
所
と
な
る
藻
場
の
減
少
が
あ
る
と
見
て
い
ま
し

た
」（
植
木
友
克
支
部
長
）

「
磯
焼
け
対
策
と
し
て
、
初
め
は
何
を
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
北
海
道
の
増
毛
町
や

泊
村
で
の
海
の
森
づ
く
り
の
実
績
を
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け

ま
し
た
。
漁
協
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
矢
口
港
湾
建
設
ヤ

グ
チ
ダ
イ
バ
ー（
株
）を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
女
川
青

年
部
出
島
・
寺
間
支
部
で
も
藻
場
再
生
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
」（
阿
部
恭
大
事
務
局
長
）

三
重
県
志
摩
市
の
海
域
は
リ
ア
ス
海
岸
の
続
く
岩
礁

と
島
が
点
在
し
、
太
平
洋
側
で
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、
イ

セ
エ
ビ
な
ど
の
磯
根
資
源
、
英
虞
湾
内
で
真
珠
養
殖
の

好
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
太
平
洋
沿
岸
の
豊
か

な
藻
場
が
形
成
さ
れ
た
生
態
系
を
背
景
に
、
素
潜
り
で

ア
ワ
ビ
な
ど
を
獲
る
海
女
漁
が
、
約
2
0
0
0
年
前

か
ら
持
続
的
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
海

女
が
獲
っ
た
ア
ワ
ビ
を
伊
勢
神
宮
へ
奉
納
す
る
伝
統
が

あ
り
、
海
女
漁
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る

活
動
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
太
平
洋
沿
岸
で
は
、
か
つ
て
ヒ
ジ
キ
、
ワ
カ
メ
、

ア
ラ
メ
の
漁
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
磯
焼
け
の
進

行
に
伴
っ
て
、
種
の
保
存
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
禁
漁

と
し
て
い
ま
す
。
私
は
海あ

ま士
歴
25
年
で
す
が
、
当
初
漁

場
に
は
海
藻
が
繁
茂
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま
や
藻
場
が

な
く
な
り
、
サ
ン
ゴ
藻
が
顕
著
に
な
り
始
め
た
の
は
3

年
前
で
し
た
。
主
な
原
因
は
太
平
洋
を
流
れ
る
黒
潮（
暖

流
）の
大
蛇
行
に
よ
る
影
響
で
す
。
2
月
に
は
海
水
温

が
20
℃
に
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
8
年
前
に
は
和
歌

山
の
漁
業
仲
間
か
ら
船
越
は
い
い
な
と
言
わ
れ
て
い
ま

女
川
青
年
部
出
島
・
寺
間
支
部
は
2
0
2
1
年
11

月
、
日
本
製
鉄
と
共
同
で
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
6
ト
ン
を

か
つ
て
藻
場
が
あ
っ
た
出
島
の
外
海
2
カ
所
に
沈
設
、

2
0
2
2
年
10
月
に
は
追
加
2
カ
所
を
含
め
4
カ
所
に

26
ト
ン
を
沈
設
し
ま
し
た
。
同
時
に
子
嚢
斑（
胞
子
を

つ
く
る
組
織
）が
出
て
い
る
コ
ン
ブ
を
投
下
し
た
と
こ
ろ
、

冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
岩
な
ど
に
付
着
し
た
胞
子
が
芽

を
出
し
ま
し
た
。
コ
ン
ブ
が
繁
茂
し
て
藻
場
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
そ
の
コ
ン
ブ
を
エ
サ
と
し
て
育
つ
ア
ワ
ビ

の
実
入
り
が
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
海
な
の
で
、
自
分
た
ち
で
良
く
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

い
う
気
持
ち
が
な
い
と
長
続
き
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
阿
部
事
務
局
長
）

「
藻
場
を
再
生
し
て
い
く
こ
と
で
安
定
し
た
漁
獲
量
と
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
豊
か
な
海
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
植
木
支
部
長
）

し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
磯
焼
け
が
広
が
り
ま
し
た
。

三
重
外
湾
漁
協
船
越
地
区
の
漁
獲
高
は
低
迷
し
、
副
業

し
な
が
ら
海
女
漁
を
や
っ
と
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況

に
陥
っ
て
い
ま
す
」（
寺
田
勝
代
表
）

船
越
地
区
で
は
2
0
0
8
年
、
浜
の
防
波
堤
内
に

ビ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
試
験
的
に
埋
設
し
た
こ
と
が
あ

り
埋
設
箇
所
に
だ
け
か
ろ
う
じ
て
ア
ラ
メ
な
ど
の
幼
体

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
、
船
越
地
区

漁
業
管
理
委
員
会
は
2
0
2
2
年
10
月
、
日
本
製
鉄

と
共
同
で
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
と
ビ
バ
リ
ー
ロ
ッ
ク
合
計

10
ト
ン
を
4
カ
所
に
埋
設
・
設
置
し
、
藻
場
再
生
事
業

を
本
格
的
に
着
手
し
ま
し
た
。
埋
設
場
所
は
浜
に
流
れ

込
む
川
の
河
口
付
近
と
し
て
、
ビ
バ
リ
ー
バ
ッ
グ
と
ビ

バ
リ
ー
ロ
ッ
ク
か
ら
染
み
出
す
栄
養
分
が
川
の
流
れ
に

よ
っ
て
浜
全
体
へ
と
広
が
る
よ
う
に
工
夫
。
海
藻
の
産

卵
期
に
合
わ
せ
て
栄
養
分
を
浜
に
供
給
す
る
こ
と
で
、

海
藻
の
着
床
率
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
基
本
は
海
藻
で
す
。
海
藻
が
な
け
れ
ば

海
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
船
越
地
区
で
成
功
す
れ
ば
、

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
他
の
地
区
に
も
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
寺
田
代
表
）

植木 友克 
支部長寺田 勝 代表

阿部 恭大 
事務局長

2022年5月に実施したモニタリング調査（新たな海藻の芽が成長（左）し、海上から海藻が黒く見えています（右））

ビバリー®バッグ沈設作業状況

5CASE
アワビの歩留まりが良くなっています。

海女漁の振興と文化を
継承していきます。

宮城県女川町

三重県志摩市6CASE
海女漁の様子

ビバリー®バッグを砂浜に埋設

ビバリー®ロックの設置作業風景

ビバリー®バッグ沈設作業状況

宮城県漁業協同組合 女川支所　女川青年部 出島・寺間支部三重外湾漁業協同組合
船越漁業権管理委員会




